
両
刑
判
ゴ
問

削
届
盟
問
一
花
詳

9

M

H

け

策

定

樹

九

時

叫

問

問

時

針

慨

州

航

F
U蜘“
w
d
w
h耐え

e
z
&
E
ι

川
川

我

配

仰

は

附
開

出

ハ

叶

行
総
機
謡
は
い
即

日
同
同
出
納

L

号

弔
圃
聾
緩
骨
守

zz

i
j
附

0

事
職
一
斜

小
学
校
一
一
一
校
@
中
学
校
体
腎
躍

積立布教主義我捜控接工事完成予恕関 i滋樹街}

持つ iまな技会で元気にはしゃく'党宣告j!られる日も近い…-

盛窺捜

様
新
築

七
万
人
自
の
赤
ち
ゃ
ん
総
生
と
唖
一
一
同
一
う
記
事
が

山
山
て
か
ら
、
二
ヶ
丹
、
我
河
郁
子
市
の
人
口
も
、

日

に

容

に

鴻

加

し

て

、

…

番

整

備

さ

れ

な

け

れ

ば
な
ら
な
い
、
小
中
学
校
の
不
足
が
同
国
交
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

術
品
沖
、
我
孫
子
の
未
来
を
に
な
う
子
供
だ
ち

に
、
よ
り
よ
い
間
嶋
崎
明
で
、
勉
仙
波
し
て
も
ら
い
た

い
と
の
駁
い
か
ら
、
本
年
度
の
憲
一
点
機
後
と
し

て
、
数
湾
総
設
の
綴
織
に
と
っ
く
ん
で
い
ま
す
。

老

朽

化

し

た

校

舎

に

変

っ

て

、

年

度

内

の

完

成

を

目

ざ

し

新

築

工

事

に

入

っ

た

お

依

小

学

校

を
仏
閉
め
と

L
て
、
官
間
野
山
地
区
に
、
新
し
く
集

ま
れ
る
(
仮
紘
)
高
野
山
小
品
ナ
絞
め
油
精
仙
紙
、
騒

音
に
織
ま
さ
れ
て
い
た
、
第
一
二
小
学
校
mw
制
作
絞

防
成
田
校
舎
の
新
築
、
制
問
北
山
中
学
校
体
燃
開
館
の
建

設

と

、

総

設

繋

織

は

、

急

ピ

ヴ

チ

に

進

め

ら

れ

て
い
ま
す
。

桜
mw
咲
く
療
に
同
体
、
布
佐
小
時
十
校
、
街
野
山

小
学
校
の
新
装
校
&
す
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
明

る

い

笑

い

芦

が

問

え

る

で

し

ょ

う

。

(
側
関
泌
総
家
二
闘
に
〉

こ
の
槻
で
‘
的
か
は
、
改
め
て
う
必
閣
官

緑
保
育
問
建
設
も
な
い
ほ
ど
で
弘
、

を
州
問
に
、
地
方
半
分
は
線
機
だ
と
し
て
も
、

両
日
治
体
抑
制
閥
鴻
も
し
‘
京
市
田
山
の
払
う
税
余
の

災
以
内
問
題
を
間
関
心
%
も
の
対
側
附
を
常
駐
接
殺

ニ

と

り

あ

げ

た

ニ

孫

子

市

が

受

け

取

れ

た

な

ら

、

一
一
と
が
為
っ
た
が
、
間
間
十
八
年
度
内
機
会
、
年
同
開

…

こ

れ

こ

そ

、

税

制

四

十

僚

m
門
を
紛
え
て
し
ま
う

一

代

設

治

的

カ

ヲ

だ

ろ

う

。

そ

れ

は

爽

織

的

税

一
タ
リ
を
如
実
に
附
帆
(
市
民
税
)
十
一
一
一
捕
時
間
円
円

↑

示

し

も

総

方

向

同

一

点

抽

出

に

も

な

る

。

一

抽

出

体

内

務

さ

を

も

ち

ろ

ん

行

政

一

物

語

宿

っ

て

い

る

綴

獲

の

滋

加

と

一
も
の
だ
と
い
う

-
F
E

多
緑
化
は
怒
像

一

校

識

を

い

た

だ

自

門

ー

を

こ

え

る

も

の

一

い

た

。

が

あ

っ

て

一

機

二

一

銭

民

的

払

う

れ

嗣

ー

に

は

ぎ

ぬ

が

、

二

'r

…

税

金

的

申

く

え

明

|

そ

れ

だ

け

あ

っ

こ

1

一
は
、
問
問
十
六
年

nソ
た

ら

ど

ん

な

や

二

銭

伸

一

段

で

総

鎖

的

中

ハ

，

も

り

方

で

も

、

京

一

一

ご

令

七

%

が

悶

閥

、

一

仰

向

伊

丹

様

子

三

、

.5

八

%

が

府

県

・

一

t
E

一
一
一
年
内
う
ち
に

そ

し

て

残

り

的

…

出

品

す

る

に

途

一
双
%
が
+
閉
軒
町

1

い
な
い
。

付
。
し
か
も
そ

'
i

ペ
ホ
筏
延
子
市
町

1
4

危
む

町
一
叉
%
で
十
市
民
械
主
‘

M
P
ゆ
人
口
は
、
級
制
刊

附
叫
叫
刊
が
教
育
・

4
軍
強
ゆ
一
v一
庁
長
六
十
二
年
舎
に
は

遂
持
・
下
水
・

t
J鷺

d
均

十

五

万

人

に

途

拙

問

料

開

・

榔

間

金

を

す

る

と

予

測

さ

ど

と

、

市

同

氏

ゑ

れ

る

。

今

君

、

活
を
慾
え
る
一
一
切
町
倹
樹
慨
を
環
境
保
会
、
ブ
ミ
左
都
市
幽
問

符
負
わ
き
札
て
い
る
的
だ
か
察
物
処
湾
、
交
滋
対
策
、
水

ら
、
図
が
こ
札
に
対
し
て
‘
資
源
措
慨
深
‘
公
共
闘
培
地
内
総

交
付
金
と
か
、
補
助
金
と
か
、
出
陣
な
y

w

偽
執
が
れ
る
議
務
企
附
附

負
耕
一
金
、
と
か
の
制
制
度
を
縫
っ
雌
閉
が
山
凶
拙
閉
し
て
い
る
。

て
捕
叫
附
ま
す
る
的
は
当
り
曲
間
本
治
で
は
も
時
昨
年
一
一
一
同
月
、

持
こ
と
で
あ
る
。
状
線
子
を
ム
育
て
て
い
〈
た
め

そ
れ
で
も
な
お
、
実
際
的
丹
目
標
z

と
し
て
「
我
孫
子
市

市
駅
付
的
財
政
情
開
制
慨
に
は
‘
纂
本
描
開
制
服
L

を
市
民
と
一
休

日
同
ど
遠
い
。
し
か
も
、
こ
め
と
な
っ
て
決
後
し
た
。
こ
の

当
時
胤
的
関
経
支
出
金
等
的
機
構
想
は
.
潟
聞
出
教
育
文
化
務

耐
枇
を
泌
ヒ
て
陥
地
方
自
治
が
ど
市
引
を
酬
明
朗
滞
納
別
都
市
出
械
と
し
て

ん
な
に
均
が
め
ら
れ
て
い
る
い
る
。

『広報あびこs
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事佐小など新韓舎に

仮
称
高
野
山
小
の
新
築

一
小
学
区
の
分
設
で
す
し
づ
め
解
消

概

要

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
測
隊

出
鶴
二
‘
六
m
閃
八
回
鈴
滋
帖
税

務一段市
は
、
来
年
間
月
開
校
を
め

ざ
し
、
高
野
山
地
区
(
高
野
山

字
志
多
悶
)
に
土
地
を
確
保
し
、

滋
立
造
成
工
事
を
行
な
っ
て
お

ワ
ま
す
.

九
月
中
旬
か
ら
は
、
液
成
工

事
と
あ
わ
せ
校
舎
内
線
総
工
事

い
い
地
帯
ヱ
す
晶
子
後
で
す
a

こ
れ
は
、
務
…
小
物
仰
は
に
鴻

わ
れ
る
倒
見
掛
脱
が
統
制
慨
に
治
相
川
し

た
た
め
で
す
。

…ふ
a
H
川
、
抑
制
和
利
関
十
八
年
波

に
十
況
教
室
抽
明
地
惜
し
ま
し
た
が
、

布
佐
小
学
校
法

増
改
築
で
冨
自
一
新

(2) 

絞
舎
の
送
朽
化
ご
部
危
段

校
舎
が
あ
り
)
に
と
も
な
い

全
部
州
改
築
工
事
告
行
な
っ
て
お

ny
ま
す
。

す
で
に
法
礎
工
事
も
終
之
、

十
相
々
と
進
ん
で
い
る
工
事
は

R

J

何
年
占
打
月
五
泌
を
め
ざ
し
て
い

ま
?一

れ
に
よ
い
サ
‘
開
哨

L

有
波
数
偽
造

的
る
ヴ
レ
ハ
ヴ
加
料
不
は
、
制
抑
州
問

ZF
る
い
は
は
…
で
ふ
3
3

事
今
川
円
わ
け
か
ら
は
、
新
し
い

時
代
品
川
‘
お
し
い
ぷ
山
倒
的
も
と
や

級
学
い
い
同
期
め
る
わ
け
叩
ー
勾

し
か
し
、
抗
判
的
以
ム
鴨
川
内
九
徒
会
♂

時
間
、
総
波
地
守
的
附
関
係
で
‘

r

あ
る
建
物
を
こ
識
的
取
リ
ζ

わ
さ

な
け
れ
ば
れ
ぼ
れ
リ
ま
ぜ
ん
。

給
食
室
ち
こ
丹
市
T
に
入
り
、

給
食
は
、
来
年
コ
一
汚
ま
で
、
一

時
中
止
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
綴
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ブ
レ
ハ
プ
教
家
は

し
ハ
数
市
議
後
り
ま
し
た
。

朝
刊
ぷ
、
開
間
十
相
関
ク
ラ
ス
あ
り
、

厳
冬
絞
め
学
級
料
制
徴
制
服
叫
伸
機
災

と
な
っ
て
れ
説
号
ま
す
。

鴻
瑚
統
制
鴇
耕
掛
か
ら
悶
凡
で
も
、
制
桝

輔
仲
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

M

同

総
干
潟
野
山
小
学
校
が
誕
生
し
ょ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
学
庁
協
の
縁
組
制

は
、
学
医
審
議
会
を
料
品
叩
直
し
て
、

判
明
税
検
討
中
マ
す

9

設
か
、
句
近
〈
‘
殺
し
い
的
叫
ん
情
丘
、

政
々
と
し
た
納
税
総
で
網
開
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
も
開
間
近
い
こ
と
で

i
u
伽ゆ、勺
'o

T

ムW
ゆ
制
問
削
問
中
同
伸
、
ふ
人
制
M

ダ
ン

プ
カ
ー
な
ど
の
出
舶
の
出
世
入
り
で

付
近
め
俊
民
的
方
に
喝
}
浅
殺
を

お
か
け
す
る
と
用
品
い
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
綴
い
し
ま
す
布

第
一
二
小
学
校
の
新
築

防
音
校
舎
で
天
王
台
北
口
へ
移
転

概

要

鉄
総
コ
ン
夕
刊
7
i
ト…一一絞

殺
一
一
、
六
六
六
吋
毅
滋
教

信仰一
M
M

終
判
明
齢
制
緩
3
(
務
制
門
綴

・
後
則
市
緩
・
問
問
惜
術
祭
〉
鰍
篠

液
凝
綴
絞
殺
綴
な
ど
。

関
波
大
品
。
的
特
悦
聞
に
あ
持
、
叫
瑚

品
十
上
非
常
に
品
胤
除
問
を
と
も
な
っ

て
い
る
第
三
小
学
校
法
、
絞
品
目

も
者
朽
化
{
一
線
ゑ
倹
校
舎
が

あ
り
吋
し
、
校
耐
臨
も
狭
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

市
は
、
数
年
前
か
ら
祭
結
問
の

k
地
区
限
緩
理
池
(
天
γ
工
会
談

北
口
)
を
態
様
し
て
、
こ
丹
中

に
移
転
す
る
計
十
問
で
す
の

補
助
金
的
指
拙
閉
じ
努
カ
を
し

た
総
巣
、
設
計
予
算
M
H

終
決
し
、

校
合
設
計
は
党

τし
ま
し
た
。

告
ら
に
、
定
本
代
的
総
陥
制
令

も
近
い
う
ち
決
定
さ
れ
る
と
泌

い
ま
す
。

こ
の
発
淡
が
山
山
さ
れ
次
第
、

…
金
品
品
ヱ
察
に
精
工
し
、
本
年
俊

市
制
%
以
を
同
判
官
し
、
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

ニ
れ
か
ら
は
、
山
中
に
M
M
ま
き

れ
る
こ
と
な
く
、
広
い
校
総
と

命
中
・
体
宵
舘
着
工

体
育
館
施
設
中
学
校
分
終
る

川
均
台
小
学
的
刊
に
、
成
本
年
一
一

幻
覚
山
氏

F
ぺ
止
の
り
勺
ば
な
休
育

館
が
で
与
ま
す

こ
れ
で
会
中
学
校
に
、
も
れ

な
く
枠
内
有
鉛
が
で
き
た
こ
と
に

主
り
ま
す
。

地
-
f

ぬ
か
い
り
円
強
い
研
究
望
、
い
巾

と
し
亡
も
義
務
教
主
総
設
終
機

三
日
刊
か
ら

a
一
枚
一
体
帯
同
総
e

を
め
ざ
し
て
お
り
，
ま
す
。

今
ま
ま
で
続
的
特
な
ど
、
全

校
生
徒
持
集
会
、
ス
ポ
;
ツ
と

不
植
民
を
き
た
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
務
し
い
体
育

絡
の
も
と
で
の
が
の
び
と
で
き

る
と
思
い
ま
す
e

概
鉄
骨
づ
〈
り

閲
J
W

施
設
ス
テ
ー
ジ
フ
ロ
ア

ー
会
議
案
抗
日
室
一
更

衣
室
便
所
そ
の
抽
出
体

育
器
具
設
置

質
問
問
一
億
一
五

O
万開門

二
期
昭
和
四
十
九
年
七
月

五
日
か
ら
昭
和
五
す
年
一

月
十
日
ま
で

要

交 官
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戒
の
一
人
事
き
は
や
め
よ
う

被
害
や
不
審
な
人
の
知
ら
せ
は
一
一

O
番

被
甲
山
一
、
紙
一
一
戸
を
中
心
に
、
+
否

い
女
伎
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が

多
昨
日
充
当
し
て
い
ま
す
。

絞
小
川
明
者
約
ほ
と
ん
ど
は
、
新

興
作
は
山
恒
織
で
ア
パ
ー
ト
ヨ
泌
を

し
て
い
る
抑
制
い
次
僚
で
官
。

之
内
よ
3
な
臨
時
況
な
事
件
を

な
く
す
た
め
に
、
次
的
ニ
と
を

守
っ
て
下
車
い
。

合
お
か
し
金
へ
が
、
点
丸
ま
わ

っ凡
W
1
2
司
、
ヲ
、
夕
、
J

、4TL
、h

M

一

7
1
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。

て

お

く

と

と

も

に

、

危

険

金

ま

つ

り

め

…

か

ん

と

し

て

、

事

行
〈
'AM
胤
α

引
い
た
九
M
M
、
白
川
凶
明
か
ら
台
後
繍
併
に
は
太
織
り
な
ど
を
し
災
プ
ー
ん
で
、
ち
び
っ
こ
水
泳

制
執
た
ち
的
伎
む
深
績
は
、
ま
討
礎
的
引
に
心
が
け
、
い
ざ
と
い
う
で
汲
水
を
防
寸
。
大
会
が
州
開
か
れ
ま

L
た。

だ
ま
好
之
内
自
然
的
猛
威
に
、
時
吋
い
い
は
次
む
よ
う
な
こ
と
を
守

0
給
料
紙
袋
へ

f
な

ど

は

靖

丈

な

行

h

誌
の
活
気
な
ち
が
っ
こ
の

た

ち

う

ち

で

き

な

い

も

ろ

き

が

り

ま

し

ょ

う

合

ど

こ

ろ

に

品

針

金

で

し

ば

り

つ

務

刻

む

、

終

戦

を

く

ゆ

が

み

げ

為

。

ま

す

。

後

ま

い

の

蝿

開

抽

糧

法

け

抽

開

放

し

て

お

く

窃

ま

L
た。

品

目

間

同

辻

、

毎

年

殉

じ

よ

う

に

ひ

慾

や

中

間

戸

な

ど

は

、

ク

ぞ

ツ

一

間

震

と

は

入

賞

者

は

、

次

め

と

お

り

ぞ

芳
生
し
、
間
関
じ
よ
う
な
吋

4
5
8
8
0

ス
け
に
し
も
財
慨
を
ゑ
て
て
輪
開
後
単
位
は
ミ
リ
寸
淡
わ
き
れ
省
す
。

で

き

ま

す

。

す

る

。

雨

戸

の

は

f
れ
る
の
一
ミ
リ
同
一
階
ど
は
、
…
平
方
メ
(
手
間
R
潟
白
川
巾
刊
行
祭
闘
員
会
)

あ
な
た
は
ふ
だ
ん
例
制
闘
か
酷
職
場

mw綾
部
品
。
冷
お
緩
い
に
助
け
合
う

よ
ノ
?
タ
ラ
な
い
?
?
有
感
地
食
縦
断
ゑ
線
的
役
対
に
し
た
が
っ
②
滋
総
体
制
制
を
と
と
の
え
る

を
山
知
と
て
い
る
は
ず
で
す
が
「
て
行
殺
す
る
a

ゆ
消
火
碍
附
・
救
叫
間
柄
帝
呉
な
ど
を

ア
ッ
柚
嶋
帯
斜
/
L
と

ぼ

ん

や

り

光

線

淡

培

、

大

き

な

地

廷

で

微

そ

な

え

る

持
を
み
た
ま
ま
で
い
た
、
と
い
燃
が
お
こ
リ
ま
、
す
の
で
竜
町
ぐ
と
・
匁
践
に
前
向

ω
に
時
間
火
め
そ
な

う
こ
と
は
あ
り
ま
そ
ん
か

6

る
み
出
H
出
間
体
制
酬
を
い
た
し
ま
し
え
を
し
ま
し
ょ
十
鴫

、

八

年

内

危

機

絡

ん

な

ど

が

よ

う

。

こ

れ

に

は

〈

ほ

削

除

務

」

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
し
間
関

東
大
議
災
ク
ラ
ス
的
泌
総
が
お

き
た
ら
‘
こ
の
と
事
あ
な
た
町

一
作
品
闘
が
後
複
合
大
寺
〈
も
、
小

き
く
も
し
ま
す
a

次
め
よ
う
な
ニ
と
を
注
意
し

ま
し
ょ
う
む

搬
出
酷

建
物
は
繰
時
的
に
綴
れ
る
こ

E
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
な
λ

と
い
っ
て
も
ぷ
A

の
総
米
が
第

一
々
で
す

a

外
出
出
発

し
ば
ら
〈
総
子
を
み
る
。
映

同州開
e

デ
パ
ー
ト
で
は
あ
わ
て

て
山
山
入
門
い
に
あ
つ
ま
る
の
泣
危

険防



ダーンレ市民カ長月

!日Ii十ん日 | 
市第2悶市民水泳大会開l1Hモブール午前9待から 16 市心震とごと綴淡出争議後七ンター札鈴-15.00

iめ災のお⑮ @ 

2 市三議混合予務主義喜聾?是(銀4々2と特終ン王タと手餓脊-fM9手.銭sESaS1~4-I.15ω ) 11 
火 l

附管!思相談出総省上センタ-9.30-11
9i9自-由15.00 

月
常心配ごと怨言葉出自民 r7ママちんチニス晶中央公民館テュスコート

3 ι火

'"三議縫合予主毒事豪華輩出語以ヒ会中央集会所14.告やー15.吾8 18 ぽ事寄1車総書室おな主華社センタ -9.30-11.00.13.00-15.00 

水

伊豆穣i毘会予防3豪華麗蹴湖北台中央集会所14.0喜一15.草寺 1参 ，.，.ママさんチニス出や央公民館テニスコート

木

官三五線混合予防線機泊総ld:センター14.00-15.00
2({))動物愛議週間

彼岸入り金

，;r主主喜重j箆会予防緩電量結言語主上セン }'.-14.00-15.00 21 ....ママ事んすごエス盟中央公民館テιスコト

金 こた

? 柳古島(t歩iす遂聖書z 我孫子訳語文字Ln8.20!員会

土 議

8 の 弓WI三~ 市探l鴎会開我孫々 子毒死乎資i荏口 9詩集会 23孝夫分の呂場
⑮ 

勢
E殺事事党総量支出官官符年館9.30-11.00.13.ω-15.00 241結核予防滋潤 緩i毘会予鶴接種(都中脊毒争年上皇青室年14主.主a1G4~.8158~3515ASJ1 

男
甜心霊とごと絡員長z 持者clt台支所9.00-15.ω

火

l号交通安全的

''''ママ事んチニユスヨ竺中央公民舘テニスコート

25 機i見合予防接橿ロ湖北合中央築会所14.00-15.0。
正"'i寄!草寺詩差是詰詩書~tf途中突集会摂9.30- 口、司容

火
13.0脅-15.ω オく

世行政栂談，人権簸寝相談山中央公.RJ露10.0自-15.00

11 手l'十a "，.官憲湾総淡叫鵠総会や炎築会長苦9.30-11.草寺 2議後俸甥 It
GirE機混合予防接種z 福祉センタ…14.00.-15.00

水
13.00-15冷車

フド
tF~詩聖費者官官懐溺言葉=害10事事.0改0-革主1祭5a{8Z8王室詩~!三糸 KK~撃 1))

12 
" .. 務開。線総一中綜上背中年央銘9.30-11.00:.13.0喜一15.章容
"..ママさんテニユス世 公民館テ与えコ ト 21 r.r三五湯浅会予喜寿接種ニ二言語敬老ンターl4.00-15.申告

木
17;肖重量増量官官錦織議=潟10市.0改0-造1諜5.9{9石織'E品KK偽り}

会

13後界の法の日 28 
金 ニk

141 :777さんすニユスz 中央公炭鉱テニス 29 
⑮ こと

15敬 老の a 3({))十五後汚 害福P市教ill猿徴収=輿縁寺・討議後センタ…9.30-16.00

@ 

9月

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
こ
歳
党

総
診
に
、
協
・
汚
し
て
い
た
叫
ん
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
点
。

ぬ
判
同
知
子
山
市
的
綴
総
本
凶
川
、
八

十
六
、
九
匂
で
し
た
a

務
官
同
商
棋
の
救
出
慨
に
臨
時
常
的
な

い
十
々
に
は
浅
総
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
心
配
の
あ
る
h

々
に
つ

い
て
の
綴
設
、
診
断
を
九
月
に

7
7
i
口
止
し
て
い
ま
す
e

往
復
ハ
ガ

キ
を
送
ワ
ま
す
の
で
、
お
待
ち

下
さ
い
a

{
償
保
抽
問
所
)

行
U
U
ぜ
語
、
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、

後
師
向
滅
的
子
山
間
織
的
令
、
次
的

経
路
ぞ
行
な
い
ま
す
的
で
‘
も

よ
ワ
師
会
場
で
お
受
け
下
杏
い
也

V
時
間
間
午
後
併
合
時
か
ら
コ
一
時

V
世
間
当
者

初
日
間
・
昭
如
何
十
九
年
五
月

一
二
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
か
。

浪

初

初
M

削
工
一
同
終
了
後
、

a

怒川
M
Kは
刊
過
し
た
訂
ぐ

、川開帥附ぷ
J

マ
マ
さ
ん
一
ア
二
ス
教
室

〈
軟
式
〉

?
?
さ
ん
の
紋
災
テ
ニ
ス
絞

引
を
い
げ
を
い
ま
す
。
災
後
に
ゴ

参
加
〈
だ
き
い
z

W
悶同帥吋

九
月
十
m
悶
九
鈎
丹
十
ザ
ベ
内
野

九
月
十
州
開
設
九
悶
汀
ト
い
い
門
口

九
日
月
十
九
段
九
時
丹
ス
ト
.

臼
中
前
九
時
吋
一
コ
十
分
か
ら

十
φ

時
吋
二
一
十
分
ま
で
c

V
場
所
市
中
央
公
M
K
航
路
テ
ニ
ス

コ
je--p

wv
串
込
当
門
司
テ
ニ
ス
コ

i
z
?

ま
で
e

wv
隅

m
蝉
脱
す
る
崎
潤
ラ
ケ
吋
十

テ
ニ
ス
シ
九
!
ズ

叫
制
緩
時
購
入
事
れ
る
ガ
は
、
災

問
内
総
入
い
た
し
ま
す
。

世

v
綴
噌
押
災
後
四
拍
子
中
市
欽
パ
附
蛾

臨
時
ク
ラ
ブ

九
日
り
の
行
間
品
剣
山
耐
は
、
次
内

と
お
り
で
す
む

持
続
は
、
予
約
九
時
三
十
分

か
ら
十
一
時
ま
で
と
、
午
後
叩

時
吋
か
ら
ご
一
時
ま
で
で
す

υ

母
子
子
耐
釈
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
下
苦
い
お

11; の人 IJ

Ii[H1I491f-8 11 1 fH見時

').¥ 35.3犯人 Ili:r月比246人柄}

I( 35.487人. 250人峨) I f¥¥ 
，it 70，8431， ( . 496人制) I派

1吃{I;f，19. 896 ¥Itml '1431社帯劫)

行 政相 談
人権擁護梧談

*9月 25日(水)

10時-3R寺

会中央公民鍛

1IJ<，)へ[]長主主主

リ; 良心

12 ̂  158人
3部人 140人

10人 20人

l鵠人 382人

1fI'I'. 86人

転入 372 ̂  
;E亡 10A

私立B 202人
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